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WebSWMSYS 登録使用法(高体連用)  

2021/4/1 一部改訂 

注意 この作業を行うにあたって必ず【Internet Explorer】を使用すること 

 

Ⅰ．WebSWMSYS のログイン方法について https://www.japan-swimming.jp/ 

WebSWMSYSログイン画面 

  

  

  

  

 

  
 

注意 定期点検のため、毎月、第２水曜日 9：00～21：00の時間帯は WebSWMSYS が停止する。 

 

 

①「ユーザーID」：13◎◎◎(半角数字 5桁) 

注意都道府県コード（13）＋登録団体番号（◎◎◎）  

            

②「パスワード」： 各団体で設定 

注意初期設定は 0000（ゼロ〃〃〃） 

セキュリティー管理のため初期ログイン後は必ずパ

スワードを変更すること。 

            

③必要事項を入力後、「ログイン」をクリックする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「競技者登録」をクリック 

注意基本登録後、集計処理に時間がかか

る。処理が済んだかどうか、ここに掲載

されている注意事項を確認すること。

（それ以外のお知らせもここに掲載さ

れるため、こまめに確認すると良い） 

・「競技者登録用ユーザー名」：各団体で設定 

初期設定は user  

・「競技者登録用パスワード」：各団体で設定 

初期設定は 1111 

・「団体登録及び競技者登録の事前確認」についてを

読み、「同意します」の横にチェックを入れる 

・「ログイン」をクリック 

 

 

https://www.japan-swimming.jp/
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Ⅱ．年度当初の本登録のために必要な作業について 

 

WebSWMSYS 「登録団体機能メニュー画面」 

 

 

 

１．「団体登録変更」について 

WebSWMSYS 「団体登録変更」クリック後の上部画面 

 

①必須項目を入力する 

 

 

 

WebSWMSYSのマニュアルが見ることができる 

１.「団体登録変更」にて団体の年度更新や、校長名・顧問名の 

変更を行う 

２.「競技者登録(新規・転入)」に新規競技者の登録を行う 

３.「年度更新処理」にて更新する(新年度も登録する)競技者だけに 

☑を入れ、登録年度をまとめて更新する 

４.「学年一括更新」にて競技者の学年を更新する 

  
５.「登録状況確認(登録団体申請書)」にて都水協に郵送する申請書を

印刷する 

  

【年度当初の本登録のために必要な作業一覧】 

注意この欄に略称ではなく、正式な

学校名を入力すること 

プログラムや電光表示はこちらを使

用している 

団体名をクリックするとメニュー画面に戻る 

※作業２，３はどちらの作業から始めても問題ないが、そ

れ以外の作業は必ず順番通りに進めること 

登録年度を入れ、(確認)欄に✓を入

れる 
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WebSWMSYS 「団体登録変更」クリック後の下部画面 

 

 

 

 

２.「競技者登録(新規・転入)」について 注意追加登録をする際はこの作業から始めること。 

 

ケース１．過去に日本水泳連盟に登録したことがある場合(スイミングクラブ経験者など) 

 

WebSWMSYS 「競技者登録(新規・転入)」クリック後の画面 

①過去に日本水泳連盟に登録したことがある場合、必要事項(ケース２を参照)を入力し、 

をクリックすると、以下の画面になる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②必須項目全てを入力後、必ずクリックする。 

注意重要な連絡がある場合、ここに登録

したアドレス宛にメールが送られるた

め、必ず連絡先を登録しておくこと。(競

泳以外の種目も同様にぞれぞれの E‐

Mailアドレス欄に入力しておくこと) 

この欄の入力は任意である。 
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注意・「高」と「髙」、「崎」と「﨑」のなどの違いも、別人と判断されるため入念に確認すること 

  ・環境依存文字は電光掲示板等に正しく表記されない可能性があるため、登録を避けること 

③正常に登録できると が表示される。 

 

ケース２．初めて日本水泳連盟に登録する場合 

 

①漢字氏名,ｶﾅ氏名,ローマ字氏名,性別,生年月日(入力後に計算をｸﾘｯｸする),学種,学年,競技種目を入力する。 

 

 

③正常に登録できると が表示される。 

 

 

 

 

②記載事項を確認のうえ、間違っていなければここをクリックする。 

 

②全て入力後にクリックする 

注意ﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ表記と同じ綴り

で入力する。ﾊﾟｽﾎﾟｰﾄを所持し

ていない者は外務省 HPの綴方

表を確認する。 

※既に入力してある選手も大

会にエントリーすると消去さ

れるため、「競技者登録照会・

変更・削除」にて入力し直す

必要がある。（別マニュアルを

参照） 

注意半角で入力する 
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３．「年度更新処理」について 

「年度更新処理」クリック後の画面  

 

③クリックをすると以下の画面(「年度更新処理進行状況確認」)に移行する 

  

 

「年度更新処理」クリック後の画面 (年度更新を実行後) 

④更新作業が「完了」すると以下のように翌年度登録する競技者に「翌」が表示される 

 
 

 

 

①翌年度に登録する対象の生徒を選んで✓をつける 

注意翌年度更新を行うと新年度も登録費が発生する

ため、活動予定が未定の生徒は保留しておくこと 

②登録する対象年度を選択して「年度更新」をクリ

ックする 

ここが「完了」になるのを待つこと 
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４．「学年一括更新」について 

「学年一括更新」画面 

 

 

５．「登録状況確認(登録団体申請書)」について 

「登録状況確認(登録団体申請書)」画面 

 

注意３月中に翌年度の印刷はできない。４/４以降に申請実行し印刷すること 

 

 

 

 

 

注意この時点で申請がクリックできない場合は、再度インターネット環境を確認すること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①ここをクリックする  

①ソート条件を「性別」にする 

②申請をクリックする 
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「年度更新処理」画面 (「申請」をクリック後) 

 

③「申請」をクリックすると以下のような画面になる。注意この時点では申請は終了していない 

 

 

 

 

 

「年度更新処理」画面 (「申請用紙表示」をクリック後) 

⑤「申請用紙表示」をクリックすると以下のような画面になる。 

注意ここで「申請実行」をクリックすると正式に登録されるため、競技者一覧が正しいか今一度確

認すること 

 

 

 

 

 

 

⑥ここをクリックして申請となる 

④クリックする 

 

注意申請日が異なる競技者全員を１回で出すには、「全て(累計)」を選択し月締申請書印刷をクリックすると一

まとめになったものを表示することができる。その一まとめになったものを郵送してもよい(追加登録の場

合(3 ㌻を参照)はその競技者のみ印刷すること) 
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「年度更新処理」画面 (「申請実行」をクリック後) 

 

⑦「申請実行」をクリックすると以下のような画面になる。 

 

 

 

 

「団体登録申請書」画面 (「団体登録申請書表示」をクリック後) 

 

 

Ⅲ．よくある質問 

 

Ｑ.新２，３年生(前年度までに個人登録をしている者)であっても年度ごとに個人登録料が必要なのか？ 

Ａ.新年度も高体連の公式大会などに出場する際は、個人登録料が必要になります。 

 

 

⑧印刷する(これが提出書類のうちの一つの競技者登

録一覧である) 

注意この赤字になっている「団体登録申請書表示」を

クリックすると「団体登録申請書」の画面に移るため、

必ずその画面から印刷すること 

 

⑨印刷する(これが提出書類のうちの一つの

団体登録申請書である) 

注意登録人数を正しく反映した数字にな

っているか確認すること(0 円と表示され

ている場合、競技者登録が正しく行えてい

ない可能性がある) 

今回申請した選手のみ印刷されてタイムスタンプが表示される 
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Ｑ.スイミングクラブにて既に競技者登録している生徒は学校にて競技者登録をしなくてもよいのか？ 

Ａ.学校を所属団体として大会に出場する場合は、クラブとは別に改めて競技者登録を行い(3 ㌻を参照)、 

登録料を払う必要があります。 

 

Ⅳ．平成２９(2017)年２月 13日以降に追加された新機能について 

 

平成 29年 2月 13日以降、団体,個人登録料が未納状態の場合、「団体登録変更」にて登録したアドレ

ス宛にその連絡がいくことになった。また、未納状態が続く場合は WebSWMSYSのログイン画面が変更

され、ログインができなくなるので注意すること。 

 

未納状態時に送られるメール内容 

 

 

未納状態時のログイン画面 

 

以上 


